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出
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ば
、
代
理
に
書
い
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
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票
積
も

グ
清
し、

つ
て

よ

政
治
4

国
会
が
解
散
さ
れ
て
、
い
よ
い
よ
初
日
に
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

選
挙
は
わ
が
国
の
民
主
政
治
確
立
の
上
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
民

主
政
治
の
も
と
に
お
け
る
選
挙
の
重
要
さ
は
、
い
か
に
強
調
し
て
も
足
り
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
政
治
の
第
一
歩
は
選
挙
に
よ
っ
て
始
ま
る
も
の
で
あ

り
、
国
民
の
政
治
的
意
思
表
示
の
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す。

こ
の
政
治
を
清
く
正
し
く
す
る
た
め
に
は
明
か
る
い
正
し
い
選
挙
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
ん
ど
こ
そ
私
た
ち
の
良
識
と
正
し
い
批
判
と
自
由
に
表
明
さ
れ
た
意
思
に
よ
り
公
明
選

挙
の
実
現
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。

な
お
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官

(
8
人
)
の
国
民
審
査
も
行
わ
れ
ま
す
。
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投
票
区
別
有
権
者
数

(
昭
お
・

8
・
2
現
在
)

マ
魚
津
第
一
日
一
一
、
=
一

一
一
人

マ
魚

津
第
二

H
一一、

二
三
三
マ
魚
津
第
三

H
一
二
、
ニ
七
五

マ
魚
津
第
四
H

一、

二
四
九
マ
下
中
島
日
一
、
四
ニ
七

マ
上
中
島
H

一
、
一
三
八

マ
松
倉
第

一
日
一
九
六

マ
松
倉
第
二

u
一
一
三

マ
松
倉
第
三
H
四
O
八

マ
松
倉
第

四
H
七
五
二

マ
上
野
方
日
八
三
ニ
マ

下
野
方
第

一
日

一
、
一
一
一
七

マ
下
野

方
第
二
日

て

四

七

一
マ
片
貝
第

一

H
四
五
三

マ
片
貝
第
二
H
四
五

O

マ
片
貝
第
三
日
二
六
九

マ
片
貝
第
四

日
一
七
ニ

マ
加
積
第

一
日
九
四
六

マ
加
積
第
二

H
九
六

O

マ
道
下
第

一

日
二
、
ニ

O
九

マ
道
下
第
二
日
一
、

八
一
六

マ
経
田
第
一

H
一
一
、
五
八
一

マ
経
団
第
二

H
三
七
五
マ
天
神
H

七
八
四

マ
西
布
施
第
一
日
七
二
五

マ
西
布
施
第
二
日
六
一
七

合
計
二
八
、
八
八
九
人

選
挙
公
報
の
配
布

衆
議
院
議
員
選
挙
公
報
と
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
公
報
が
、
き
た
る

同
日
ま
で
に
区
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に

配
布
さ
れ
ま
す
が
、

万
一

、
同
臼
ま
で

に
お
手
許
に
届
か
な
い
と
き
は
、
も
よ

り
の
連
絡
所
ま
た
は
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

経
国
漁
港
の
改
良
工
事

経
団
漁
港
は
、

防
波
堤
と
港
内

の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
九
九

O
万

円
で
行
っ
て
い
ま
す
が
近
く
完
成

し
ま
す
。

経
由
漁
港
の
南
防
波
堤
は
低
い

た
め
波
が
の
り
こ
え
て
港
内
に
入

っ
て
き
ま
す
の
で
、
延
長
一
四

0

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
一
、
五
メ
ー

ト
ル
高
く
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
防

波
堤
の
基
礎
を
強
く
す
る
た
め
テ

j
1
1
3l
i
j
ニ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
一
、
一
一
一
一
五
個
を
海

冨

演

説

会

ご
底
に
投
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

議
員
選
挙
の
立
会
演
説
こ
ま
す
。

ζ

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
「
一
ま
た
港
内
を
深
さ
二
メ
ー
ト
ル

'
日
(
月
)

~一
に
し
ゅ
ん
せ
つ
し
、
船
の
出
入
り

'
時
か
ら
村
木
小
学
校

二

を
安
全
に
し
ま
し
た
。

日
日
(
金
)

~
一

目
時
か
ら
経
団
小
学
校
「
一

日
日
(
木
)

「
一

・
時
か
ら

大
町
小
学
校

山
一

毎
年

9
月
内
日
現
在
で
、
基
木
選
挙

人
名
簿
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
こ
の
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
者
は

二
u

・
本
年
9
月
日
日
現
在

F3

で
引
き
続
き

3
ヶ
月

許

縦

で

以

上

(
6
月
日
日
以

だ

〉

.

前
か
ら
〉
本
市
に
住

ソヘ
I
J

ま

所

を
有
す
る
者
で

め
箱
n

日
・
昭
和
何
年
ロ
月
引
白

砂
名

9

以
前
に
生
ま
れ
た
方

削

除

1

で
す
。

必

メ

ら

こ

の

名

簿
は
市
選
挙

川

挙

が

管
理
委
員
会

(

寝

所

r
b
a
t
s
J

内
)
に
あ
り
ま
す
か
ら

州

選

日

5
日
(
土
)
か
ら
悶
日

諭
本

5
(土
)
の
縦
覧
期
間
中

=
二
』
a

に
名
前
が
の
っ
て
い
る

J
)

か
確
め
て
下
さ
い
。

こ
の
期
間
中
は
毎
日
午
前
8
時
加
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

名
前
が
の
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
こ

の

縦
覧
の
期
間
中
に
申
立
て
て
登
録
の
手

続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
名
簿
に

も
れ
る
と
選
挙
が
で
き
な
い
と
と
に
な

り
ま
す
。

投
票
用
紙
の
色
別

衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
、

白
色
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
用
紙
は
桃
色
の
用
紙
に
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。

マ
・
:
人
は
い
つ
ど
こ
で
上
払
込
ん
で
あ
る
と
増
額
さ
れ
ま
す

「
け
が
」
を
す
る
か
わ
か
問
加
入
前
の
も
の
(
例
え
ば
先
天
性

り
ま
せ
ん
。
「
け
が
」
は
の
盲
目
、強
唖
等
〉
は
も
ら
え
る
か
。

私
た
ち
か
ら
働
く
力
を
脊

答

加
入
以
前
に
発
生
し
た
も
の
は
、

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

拠
出
制
年
金
で
は
も
ら
え
な
い
が
、

障
害
年
金
は
、

障
害
に

重
い
傷
害

(
一
級
障
害
)
の
場
合
は

か
か
っ
た
場
合
ど
ん
な
と

福
祉
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

き
に
適
用
さ
れ
る
か
聞
い
て
い
ま
す
。

て
み
ま
し
ょ
う
0

・a
g
i
l
i
-
-
i
l
l・
駒

.

問
、
い
つ
「
け
が
」
を
し

固

1

2

』

て
も
年
金
を
も
ら
え
る

一

障

害

年

金

一

ヵ
。

一
ー
加
入
し
て
三
年
後
か
ら

i

一

答

国

民

年

金
拠
出
制
に
加
入
し
て
三
一

年
後
に
発
生
し
た
も
の
か
ら
支
給
さ
ー

i
l
E
B
i
l
l
i
-
-
1圃

同

国
民
年
金
の
掛
金
は
一
つ
で
よ
い

れ
ま
す
。

問

ど

ん

な

程
度
の
「
け
が
」
か

ら

も

の

か

。

ら
え
る
の
か
。

答

一

つ
で
よ
く
、
二
十
才
か
ら
三
十

答

障

害

ニ

級
以
上
で
、
片
手
ま
た

ま

四

才
ま
で
月
一

O
O円
、
三
十
五
巾

片
足
を
失
う
程
度
の
「
け
が
」
な
ら
か
ら
五
十
九
才
ま
で
月
一
五

O
円
掛

ば

も

ら

え

ま

す

。

け

れ

ば

よ

い

わ

け

で

す

。

問

ど

の
位
も
ら
え
る
か
。

き
よ
出
制
国
民
年
金
の
改
正

答

最

低

ニ
万
四
千
円
で
二
十
五
年
以

さ
れ
る
と
恩
わ
れ
る
点

也氏年金1

(写
真
、
波
浪
を
防
ぐ
た
め
高
く
な
っ
た

南
防
波
堤
)

臨

時

市

議

会

追

加

更

正

予

算

な

ど

可

決

臨
時
市
議
会
は
、
去
る
二
十
九
日
議

場
で
行
わ
れ
、
追
加
更
正
予
算
ほ
か
三

議
案
を
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

追
加
更
正
予
算
は
、
六
十
七
万
二
千

三
百
三
十
円
で
、
こ
れ
は
統
計
調
査

費
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
な
ど
が
お

も
な
も
の
で
す
。

財
政
再
建
計
画
の
変
更
で
は
、
前
記

の
追
加
更
正
予
算
に
よ
り
計
画
の一

申
告
所
得
税

第
二
期
分
の
納
期

日

月

初

日

ま

で

で

す

今
か
ら
納
税
準
備
の
う
え
早
目
に

完
納
し
ま
し
ょ
う
。

(
魚
津
税
務
署
)

部
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
魚
津
市、

黒
部
市
衛
生
処

理
組
合
の
議
員
と
し
て
浦
田
、
宮
崎

朝
野
、
奥
村
、
千
田
、
南
保
、
若
島

の
各
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
錬
成
会

政
府
で
は
、
拠
出
制
国
民
年
金
に
つ

い
て
種
々
審
議
中
で
す
が
、
具
体
的
な

こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
次
の
よ
う
な

点
が
改
正
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
0

.
拠
出
制
国
民
年
金
加
入
者
が
途
中
死

亡
の
場
合
、
掛
捨
て
に
な
ら
ず
死
亡

一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

・
拠
出
制
老
令
年
金
の
支
給
は
六
十
五

才
か
ら
と
あ
る
が
、

希
望
に
よ
り
六

十
才
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
こ
の
場
合
は
減
額
支
給
と
な
る
〉

.
無
拠
出
制
福
祉
年
金
の
所
得
制
限
が

現
行
よ
り
大
巾
に
緩
和
さ
れ
る
。

・
無
拠
出
制
の
母
子
福
祉
年
金
の
範
囲

を
拡
げ
、
準
母
子
世
帯
に
も
支
給
す

る
0
.

(

準
母
子
世
帯
に
は
、
祖
母
等

に
よ
り
生
計
維
持
さ
れ
て
い
る
十
五

才
末
満
の
子
の
い
る
家
庭
)

・
福
祉
年
金
受
給
者
が
死
亡
の
と
き
、

現
行
で
は
一

支
払
期
ご
と
の
支
給
条

件
で
あ
る
が
、
死
亡
月
ま
訴
の
期
間

と
し
て
計
算
支
給
さ
れ
る
。4

魚
津
市
身
体
障
害
者
協
会
で
は
、
き

た
る
十
一
月
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
生

地
、
大
坪
鉱
泉
(
一
泊
〉
で
錬
成
会
を

ひ
ら
き
ま
す
。
会
費
は

一
人
三

O
O円

で
す
が
、

多
く
の
方
の
参
加
を
の
ぞ
ん

で
い
ま
す
。

産
業
文
化
会
館
募
金
状
況

六
O
O
、
0
0
0円

一
O
O
、
0
00
円

五
O
、
0
0
0円

富
山
地
方
鉄
道

聴
京
都
山
本
金
吉

大
阪
市

金
山
伊
三
次
郎

一
O
、

0
0
0
円

鎖
灸
組
合

五、

0
0
0円
花

火

組

合

一
七
、
八
五

O
円

新
金
屋
三
区

一
O
、

o
ofu円
上

村
木
一
一
区

七、

0
0
0円
下

新
三
区

六、

0
0
0円
鴨

川
区
(
完
納
)

五
、
九
O
O
円

木

江

二

区

五
、
七

O
O円
上

町

一

区

五
、
六
八

O
円
北
申
市
営
住
宅
区

五、

0
0
0円
川

原

区

一
、
三
ニ

O
円

東

栄
町
区

累
計
二
代
ニ
七
一一、

七
O
O円

米穀販売業者の

登録先変更につし、て

お米は消費者が希望する販売業

者へ登録して配給を受けています

が、 年に2回登録先を変更するこ

とができますo

変更届出は次のように行います

ので希望者は手続きをとってくだ

さし、。

・届出の期日
11月11日(金〉午前9時から
午後5時まで
・周出の場所
市役所市民課
片貝および経団連絡所

.登録変更の手続き
米穀販売業者の登録先を変更
希望される方は、購入通帳お
よび印鑑をもって、 登録変更
届出用紙に必要な事項を記入
の上届出てください。

くわしいことは市民課へお問合

せ願いますo
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市津魚昭和35年 11月 1日発行

買

物

ほ

魚

津

ー

物

価

農

林

産

物十

農
林
産
物
の
増
産
主
品
質
を
改
善
向

上
し
、
市
の
農
林
産
物
の
声
価
を
高
め

る
目
的
で
、
次
の
よ
う
に
品
評
会
を
ひ

ら
き
ま
す
か
ら
せ
い
ぜ
い
ご
出
品
く
だ

さ
い
。
な
お
出
品
希
望
さ
れ
る
方
は
農

協
を
通
じ
て
農
林
課
へ
申
込
ん
で
く
だ

va-

、。

ー』
〈

B
V

O
と

き十
一
月
十
二
日

午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

O
と
こ
ろ
西
部
中
学
校
講
堂

O
出
品
資
格

市
内
で
農
林
産
物
の
生
産
ま
た
は
加

工
す
る
農
家
あ
る
い
は
農
業
団
体

。
出
品
物

穀
類
、
疏
菜
類
、
果
実
類
、

花
弁
類

十
一
月
十
三
日

で
・
・
・
・
・
・

は

高

く

な

し¥

ス
に
つ
と
め
る
)

・
価
格
と
品
質
の
表
示
を
も
っ
と
徹
底

し
て
ほ
し
い
。
H

(励
行
し
た
い
)

・
他
の
市
と
比
べ
る
と
品
種
に
よ
っ
て

高
い
も
の
も
あ
る
が
、
ど
れ
も
こ
れ

も
高
い
と
は
言
え
な
い
。

H

(
鮮
度

の
よ
い
魚
類
、
生
野
菜
に
よ
っ
て
は

高
い
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
物
価
は

他
市
と
比
較
し
て
高
く
な
い
。
他
都

市
の
特
価
も
の
や
、
値
切
り
も
の
な

ど
を
魚
津
の
も
の
と
比
較
し
「
高
い

」
と
の
風
評
が
で
る
と
恩
わ
れ
る
。

品
質
の
よ
い
低
廉
な
も
の
の
販
売
に

つ
と
め
て
い
る
)

夜
盾
は
つ
づ
け
た
い

口
口口

評

会
ら

西

中

で

日

台、
木
炭
、
其
の
他

出
品
数
量
は
、
な
し
、
り
ん
ご
一
〆

(
か
ご
詰
)
の
ほ
か
は
例
年
の
と
お
り

で
す
。こ
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は
農
協
ま

た
は
農
林
課
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
セ
ン
タ
ー

工
事
に
か
か
る

市
農
業
の
向
上
と
農
村
を
背
負
っ
て

た
つ
青
少
年
、
婦
人
の
技
術
研
修
の
場

と
し
て
農
業
セ
ン
タ

ー
が
柑
の
木
地
内

に
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
起
工
式
が

去
る
十
八
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
木
造
二
階
建
瓦
葺
モ
ル
タ
ル

塗
り
の
ベ
面
積
約
三
七

0
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
事
業
費
四
五

O
万
円
が
見
込
ま

れ
、
完
成
は
来
春
三
月
の
予
定
。

びる市行造林

将
来
の
財
政
を
潤
す
目

的
で
、
昭
和
三

O
年
か
ら

市
行
造
林
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
た
だ
市

に
財
政
を
潤
す
ば
か
り
で
な

民
く
、
森
林
資
額
を
培
養
し

!
て
、

国
土
の
保
全
を
は
か

回
る
た
め
に
も
大
い
に
役
立

。
つ
わ
け
で
、
ま
こ
と
に
有

5
意
義
な
事
業
で
す
。
方
法

，J

は
土
地
所
有
者
と
の
貸
借

k

契
約
に
よ
り
地
上
権
を
設

来
定
し
、
将
来
収
穫
さ
れ
る

評
ぜ
と
き
に
そ
の
収
益
を
、
市

4
六

O
%
、
土
地
所
有
者
四

O
%
の
割
で
分
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

実
施
し
て
か
ら
今
年
で

間
市
で
は
こ
ん
ど
市
内
の
有
用
な
人
材
の
育
成
を
は
か
る
た
め
、
経

m

校
長
を
経
て
交
付
す
る
。

一
E
識

が

理

由

で
修
学
が
で
き
な
い
優
秀
な
者
に
奨
学
資
金
を
貸
与
す

…

貸

与

し

た

資
金
に
は
利
息
を
つ
け
な

切
る
こ
と
を
き
め
、
そ
の
経
費
を
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

m

い。

…

こ
の
奨
学
資
金
制
度
は
い

よ
い
よ
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
す

る

予

…

。

資
金
願
出
の
手
続
き

的

定
で
す
が
貸
与
の
条
件
は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
o
w

奨
学
生
を
志
望
す
る
も
の
は
、
所
属

。
奨
学
生
と

な

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

に

よ

る

。

学

校
長
経
由
の
う
え
、
市
長
に
願
書

・
市
内
に
居
住
す
る
者
。

・

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
を
提
出
す
る
。

・
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
の
学
校

。
資
金
の
返
還

・
高
等
学
校
以

，.，

i

l

-

-

・

奨
学
生
が
卒
業
し
た
と

上

の

学

校

に

奨

学

資

金

を

貸

与

き

は

、

そ

の

月

の

翌

月

在
学
す
る
こ

，

z
t
a
-
、
E

J

d

-

e
ノ
l

'

-

か
ら
一
ヶ
年
の
据
置
期

と。

l
高

校

で

月

一

0

0

0
円

l

聞
を
含
め
て
、
十
ヶ
年

・
身
体
強
健、

。

の
期
間
内
に
月
賦
、
三

品
行
方
正
で
あ
っ
て
学
業
成
績
が
月
額
一

0
0
0円
月

賦

、

半

年

賦

ま

た

は

年

賦

で

返

還

優
秀
で
あ
る
こ
と
。

・
大
学
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
す
る
。
返
還
に

つ
い
て
は
理
由
に
よ

・
在
学
し
た
学
校

長

ま

た

は

在

学

す

校

り

減

免

す

る

こ

と

も

あ

り

ま

す
。

る

学

校

長

の

推

薦

が

あ

る

こ

と

。

月

額

三

O
O
O円
な

お

奨

学

資

金

の

貸

与

は

、

当

分

の

な
お
右
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
た
者
。
資
金
貸
与
の
期
間
な
ど
問
、
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度

で
も
他
の
奨
学
資
金
に
よ
る
学
資
の
資
金
は
、
貸
与
決
定
の
月
か
ら
そ
の
の
学
校
の
在
学
生
に
つ
い
て
の
み
適
用

貸
与
を
受
け
て
い
る
も
の
は
除
く
。
学
校
に
お
け
る
成
規
の
修
学
期
間
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

。
奨
学
生
に
貸
与
す
る
額
は
次
の
区
分

修

了

す
る
月
ま
で
の
期
間
、
毎
月
学

引
換
券
、
そ
の
他
の
方
法
で
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
て
い
る
)

・
市
外
業
者
の
出
張
販
売
に
格
安
の
も

の
で
間
に
合
う
も
の
が
あ
る
。

u
(

時
期
は
ず
れ
な
ど
の
も
の
に
つ
い
て

共
同
処
分
、
そ
の
他
の
方
法
で
割
引

処
分
を
考
え
る
)

・
大
売
出
し
、
夜
庖
の
景
品
は
、
従
来

最
高
と
最
低
と

の
差
が
大
き
い
。
差

の
な
い
景
品
を
多
数
出
し
て
ほ
し

い
D

H

(

景
品
は
希
望
に
そ
っ
て
行

本
年
塵
米
の
売
渡
し
に
つ
い
て
は
、
っ
て
農
協
へ
申
出
ら
れ
れ
ば
手
続
き
を

い

た

い

。

夜

庖

は

ま

す

ま

す

愛

好

さ

市

長

が

十

月

二

十

五

日

付

で

事
前
売
渡
と
っ
て
く
れ
ま
す
)

れ
る
よ
う
に
続
け
た
い
)

.

(
予
約
〉
申
込
数
量
に
も
と
.
す
い
て
政
こ
の
変
更
申
請
を
な
さ
っ
た
方
に
対

・

食

料

品

な

ど

の

一

斉

休

業

は

不

便

で

府

賀

入

数

量
を
指
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
て
、
市
で
は
農
業
委
員
会
の
意
見
を

あ
る
o
H

(休
業

の

歩

調

を

合

わ

せ

し

事
前
売
渡
申
込
を
し
た
と
き
か
ら
こ
き
き
、

県
知
事
の
承
認
を
得
て
補
正
決

る

た

め

一

斉

休

業

に

協

力

を

お

願

い

の

指

示

を

受

け

た

と

き

ま

で

の

聞

に

、

定

通

知

を

四

十

日

以

内

に

す

る

こ

と

に

し
た
い
〉

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の

ほ

か

メ

ー

ト

ル

法

に

よ

っ

て

買

り

、

指

示

量

ど

お

り

政

府

へ

売

渡

す

こ

な

お

指

示

を

受

け

た

後

に

生

じ

た

災

物
を
す
れ
ば
ど
ち
ら
も
利
便
で
あ
る
と

と
が
ど
う
し
て
も
困
難
に
な
っ
た
方
害
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

意
見
が

の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ

し

て

愛

市

買

物

運

動

を

推

進

し

て

街

は

、

買

入

数

量
変
更
申
請
書
を
十
一
月
り
指
示
量
ど
お
り
売
渡
す
こ
と
が
困
難

市
の
消
費
物
価
に
つ
い
て
消
費
者

・

・
現
金
売
り
と
掛
け
売
り
に
は
差
別
が
の
繁
栄
を
は
か
り
、
市
勢
の
発
展
に

貢

十

二
日
(
土
)
ま
で
に
市
役
所
長
林
課

に
な
っ
た
方
は
、
そ
の
理
由
の
発
生
し

の
声
を
聞
く
懇
談
会
が
、

去
る
二
十

.

な
い

H

(
現

金

売

り

は

サ

ー

ビ

ス

券

献

す

る

こ

と

の

認

識

を

高

め

ま

し

た

。

へ

提

出

し

て

く

だ

さ

い

o

ハ
印
鑑
を
も
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
所
定
の
用
紙

四
日
水
族
舘
会
議
室
で
、
消
費
者
吠

1EBEBEE--
お

知

ら

せ

i
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l
i
l
i
-
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l
i
l
i
-
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E
l
i
E
B
i
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
(農
林
課
に
あ
り
〉
に
よ
り
変
更
申
請

表
と
商
業
者
代
表
が
集
っ
て
ひ
ら
カ

一
一

一

を

し

て

く

だ

さ

ρ
。

れ
一
一
批

r造
、
商
品
の
陳
列
、
サ

一一

組

一

口

切

叩

qJ

岬
刊
明
…
m

h

弘

M
印

一

一

…

日

山

郡

町

、J
h
M

札
服
飾

一
こ
と
し
は
台
ト
ル
の
被
害
も
ほ

と
ん
ど

1

ピ
ス
な
ど
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た

…一

三

叩

M
U
'
V

礼

的

で

闘

b
腕

川

浩
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問
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刊

一
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叫

郵
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な

く
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連

咋

の

豊

作

が

確

実
と
な
り
ま
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伏
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よ
う
な
意
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が
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ベ

ら

一

放

と

閉

あ
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に

戸

す

o

ま

年

し
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部

付

、

、

要

ど

舘

書

日

夕

で

一

で

出

で

致

口

一

昭

一
し
た
の
て
古
述
の
よ
う
な
特
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Wu--一
向
官
官
い
拡
仲
間
は
お
い
品
器
禁
ア
鴎
は
民
的
続
料
川
町
山
即
時
相
一
泣
い
は
日
本
刊
誌
は

た
o

気
軽
に
出

一

で

咋

心

月

の

か

す

の

開

く

の

守

な

に

る

購

申

と

鉛

日

観

村
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ル

す

な

週

り

き
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さ

が

円
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し
ま
す
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て
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、
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{
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れ
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・
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わ

で
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ひ
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く
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年
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死
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よ
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志

)
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初
く
入
れ
な
く
な
る
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品
物
を

一

水

引

心
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臥

肋

県
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即

時

札

吋

粉

砕

計

炉

仰

や

酢
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瞬
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時
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旬

一
郡
神
崎
一
悩
一
問
問
一
切
一
郎
洲一
m

J
山
二
一
、

0
0
0円
匿

名

買
わ
な
く
て
も
気
楽
に
入
れ
る
よ
う
一

F4
れ

に

ざ

設

ま

な

9
い

県

手

帳

付

ま

内

表

体

頁

頒

内

秋

ま

図

で

-

新

ご

郵

か

種

せ
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ら

く

一

い

ず

れ

も

社

会

福

祉

援

護
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と

し

て
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分
気
を
〈
ば
っ
て
サ
1

ピ
…

:
γま
と

ご

施

り

月

誘

民

手

受

日
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・

日

ま

ク

を

日

抽

か

め

一

寄

付

が

あ

り

ま

し

た

。

ぐんぐんの

六
年
目
で
す
が
、
そ
の
生
育
は
ま
こ
と

に
良
好
で
、
去
る
十
月
中
旬
市
産
業
経

済
委
員
会
も
、
虎
谷
地
内
の
現
地
調
査

を
行
な
っ
て
お
り
、
大
い
に
有
望
と
し

て
将
来
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
つ
く
ら
れ
て
い
る
面
積
は
、
松

倉
地
区
ニ
五
町
歩
、
片
員
地
区
五
町
歩

あ
わ
せ
て
三

O
町
歩
で
す
。

将
来
の
造
成
目
標
は
、
当
初
五

O
町

歩
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
適
地
と
し

て
の
契
約
が
整
え
ば
、
こ
れ
を
五
倍
の

二
五

O
町
歩
に
拡
大
す
る
計
画
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
庫
資
金
貸
付

の
途
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

(
写
真
虎
谷
地
内
の
市
行
造
林
を

調
査
す
る
産
経
委
員
会
〉

痘

種

来
春
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
種
痘
を
校
下
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
小
学
校
で
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は

必
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(

校

下

)

(

接

種

目

)

松

倉

八

日

十

一

日

片

貝

庁

グ

道

下

h
q

h
q

本

江

十

日

十

四

日

大

町

h
q

o

西

布

施

十

一

日

。

住

吉

グ

十

五

日

村

木

h

q

o

上

中

島

十

四

日

十

八

日

上

野

方

グ

h
q

加

積

十

五

日

。

経

由

。

庁

天

神

グ

グ

接
種
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
、

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
行
い
ま
す。

• 

• 

本
年
産
米
の
政
府
買
入
数
量
の
変
更
申
請


